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荒い線画でもはみ出さないで塗りつぶせる絵師向け AI ツールの開発 

宮岡佑弥 

慶應義塾大学 理工学部 物理情報工学科

イラスト製作ソフトウェアに搭載されている「塗りつぶし」機能に AIを搭載し，性能向上を図った．線画に隙間がある時にも，
その線画の続きを予測し，ユーザーの期待した領域内にのみ塗りつぶしを行う処理を実現した．

Keywords: AI Application / Illustration / Image to image model
1. 研究背景・目的

従来の塗りつぶし(以降，「従来手法」)では，線画に少しで

も隙間があると，ユーザーの期待した領域外にも塗りつぶし

が行われてしまう．そこで，線画に多少の隙間があっても，

ユーザーの期待通りの領域にのみ塗りつぶしを行えるよう

な新しい手法の塗りつぶし(以降，「提案手法」)を考案した．

この記事では，従来手法と提案手法の性能を比較する． 

2. 方法

2.1. 提案手法の実装 

まず，入力された線画(以降，「入力」)に対し，線画を補完

するモデル(以降，「線画補完モデル」)を用いて線画の隙間を

埋め(以降，「補完後線画」)，そこに対して従来手法の塗りつ

ぶし処理を行う(以降，「補完後塗りつぶし」)．次に，補完後

塗りつぶしと補完後線画の差分を抽出し(以降，「塗りつぶし

領域」)，塗りつぶしを行うべき領域を決定する．最後に，入

力上に塗りつぶし領域を上書きすることで，出力が得られる． 

こうして，線画に多少の隙間があっても，線画の残りの予

測に則った塗りつぶしがなされる． 

2.2. 性能評価・比較 

図 1 のサンプル線画の髪パーツに塗りつぶしを行い，以下

のような式で正解率𝑟!と塗り残し率𝑟"を計算した．
𝑟! = 𝐶/(𝑈 + 𝑇 + 𝐶), 𝑟" = 𝑈/(𝑈 + 𝑇 + 𝐶)

ただし， 

𝐶(正解):期待する塗りつぶし結果と塗りつぶし結果共に塗
りつぶされていたピクセル数 

𝑈(塗り残し):期待する塗りつぶし結果にあるにも関わらず，
塗りつぶしされなかったピクセル数 

𝑇(塗りすぎ):期待する塗りつぶし結果には無いにも関わら
ず，塗りつぶしされたピクセル数 

である． 

図 1 線画 
図 2期待する塗りつぶし

結果

3. 結果・考察

図 3 従来手法の塗りつぶ
し結果

図 4提案手法の塗りつぶ
し結果

 図 3と図 4に 2つの手法の塗りつぶし結果を示す．なお，

提案手法での線画補完モデルとして，[1]にて提案された構

造を持つ学習済みモデル[2]を使った．従来手法では線画の

隙間からインクが漏れ出て，髪パーツ以外にも塗りつぶしが

及んでいる．それに対し，提案手法では髪のパーツのみに塗

りつぶしされている．それぞれの正解率と塗り残し率を表 1

に示す． 

表 1 それぞれの手法での性能 

従来手法 提案手法 

正解率𝑟! 0.11 0.97
塗り残し率𝑟" 0.00 0.03
正解率を見ても，提案手法の塗りつぶされた領域の方が，期

待したものとの過不足が少ないことが分かる． 

しかし，塗り残し率は提案手法の方が高かった．これは，

提案手法では，線画のすぐ内側が塗りつぶしされなかったた

めである．得られた補完後線画では，入力よりも線画が滲ん

で太く見えていたが，それによって塗りつぶしされる領域が

狭まったものと考えられる．塗り残しをより少なくするため

には，線画が滲まない線画補完モデルが必要であると考えら

れる． 

4. 結論・展望

隙間のある線画に対して残りの線画を予測し，期待したも

のとおおむね同じ領域に塗りつぶしを行うことができた．さ

らなる性能向上のためには，線画補完モデルの再検討等が必

要である．  
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